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村の人口

(6月 末日現在)

世帯数  1・ 085

総人口  5。 197

ツサ   2.560
女   2.637

第
四
回
市
浦
村
教
育
振
興
大
会

第

六
回

青
少
年

を
守
る

大
会

―

十
四
日
脇
元
小
学
校
で
―

守
“
献

・
会
嗽
、‐

＞来
あ
軌
朝
十
咽
Ｔ
松
教
晰

‐部
，会
＝
状
状
の
勉
強
一

紅
籠
第
二
分
団
（脇
元
）が

一
位
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一あ拠」な講嘲袷馴蛯臥わ」

の“壻
つ少糊椰なう＝』馘』動
一糧舛顔仙地ヵ、げ鰺輸稀純購観

―
表
彰
者
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十

一
日
か
ら
二
十
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ま
で

わ
す
れ
ず
に

閲

覧

を

―

姉姉［嘲肺悧鳩晴制剛ぶ一”剛則電如飩郷Ｈ“畑諏局一降陣ａ”鶴離れ一姉踊喘嘲

従］ら「審郵”け̈
」［一一神〕鵜勁”］螂疇］中詢］一『機串韓翻］嚇『赫一籍無

　̈　　　　　　　　　一̈̈̈
¨̈̈一̈̈̈
一̈

三
小
、
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
一経
験
を
い
か
し
、
今
後
は
広
域
一　
△
表
彰
者
―
大
沢
寅

一
、
今

先
ず
、
十
三
漁
協
前
桟
橋
で
一る
よ
う
努
力
し
て
い
た
だ
き
た
し

万
谷
肇
、
成
田
勇
蔵

（第
二

各
分
団
の
玉
落
し
競
技
が
行
な
一
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一分
団
）
浜
田
二
郎
、
高
田
竹
正
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”脚押「紳岬〔出』轟詢脚一

戦
没
者
な
ど
の
遺
族
に
特

別
弔
慰
金
を
支
給
し
ま
す

―
手
続
き
は
早
目
に
―
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Λ
観
閲
者
講
評

（中
井
助
役
一
の
任
務
を
遂
行
す
る
た
め
に
は
一元
第

一
分
団
長
）

）
レ耐
嗣
構
．町
覇
け′和
浄
出
甜
一平‘剰
川
夕
“
輻
お
師
訃
紳
相
州
一̈フ局
玉．利
噺
期
な
ｕ
①
第
二分

ｒ
は
、
「
「
コ
酢
川
の
安‐
釧
な
一野
Ｌ
し
ま
す
。‐
不
幸‐
Ц
ぃ
“
Ｌ
一団
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驚
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な
任
務
を
帯
び
て
い
る
。
本
日
一が
発
生
し
た
時
は
事
態
を
最
少

選
挙
人
名
簿

の
登
録
は
年

二

回

（
二
月

一
日

九
月

一
日
）
と

な

っ
て
い
ま
す

が
、
こ
の
度
九

月

一
日
現
在
で

選
挙
人
名
簿
に

登
録
す
べ
き
者

≫
≪
≫
ぐ

　

と
決
定
し
た
者

の
氏
名
を
九
月
十

一
日
か
ら
ニ

十
日
ま
で
十
日
間
縦
覧
に
供
し

ま
す
。
ま
た
、
こ
の
間
は
、
名

簿
の
違

い
、
記
載
洩
れ
な
ど
の

異
議
を
申
出
る
こ
と
が
で
き
ま

す
の
で
有
権
者
は
必
ら
ず
閲
覧

し
て
下
さ
い
ｃ

縦
覧
期
間
、
場
所

九
月
十

一
日
か
ら
二
十
日
ま

で
毎
日
午
前
八
時
三
十
分
か
ら

午
后
五
時
ま
で
、
市
浦
村
役
場

脇
元
、
十
三
出
張
所
で
行
な
い

ま
す
。

農
地
等
取
得
資
金

と
自
作
農

維

持

資

金

を
受

け

つ
け

中

農
地
等
取
得
資
金
と
自
作
農

維
持
資
金
の
借
り
入
れ
申
請
に

つ
い
て
は
、
い
ま
ま
で
日
時
を

指
定
し
て
受
け
つ
け
し
て
い
ま

し
た
が
。
こ
と
し
か
ら
次
の
順

序
で
い
つ
で
も
受
け
つ
け
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

ハ
予
備
受
け
つ
け
＝
借
り
入

れ
希
望

の
方
は
、

口
頭
ま
た
は

電
話
等
で
も
結
構
で
す
か
ら
、

そ
の
旨
申
し
こ
ん
で
下
さ
い
。

△
正
式
申
請

―
予
備
受
け
つ

け
し
た
方
に
文
書
で
日
時
を
指

定
し
て
連
絡
し
ま
す
か
ら
、
印

か
ん
と
登
記
済
を
持
参
し
て
下

△
資
金
の
種
類

①
晨
地
取
得
資
金
日
利
率

三
分
五
厘
、
償
還
二
十

二
年
以
内
『
借
入
限
度

額
首
万
円

０
日
伸
農
維
持
資
金

ｏ
利

率
五
分
、
償
還
二
十
年

以
内
、
借
入
限
度
額
三

十
万
円

△
借
り
入
れ
で
き
る
人
ロ

水
田
換
算
で
五
十
四
ア

ー
ル
以
上
耕
作
す
る
専

業
農
家
ま
た
は
、
第

一

種
兼
業
農
家

（
主
と
し

て
農
業
を
営
む
者

ヽ

乳

幼

児

の

検

診

日

の

お

知

ら

せ

乳
幼
児
と
三
才
児
の
検
診
を

次
の
日
程
に
よ
り
行
な
い
ま
す

当
日
は
母
子
手
帳
を
か
な
ら
ず

持
参
し
て
下
さ
い
。

△
十
二
日
―
磯
松
地
区

（
午

前
十

一
時
か
ら
十
二
時
）
公
民

館
△
十
二
日
―
相
内
地
区

（
午

後

一
時
か
ら
三
時
ま
で
）
役
場

会
議
室

△
十
三
日
０
脇
元
地
区

（午

前
十
時
三
十
分
か
ら
十
二
時
ま

で
）
公
民
館

△
十
三
日
―
十
三
地
区

（午

桧
諄
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嚇
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機
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青 育
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靱
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一し

，
つ △
”
”
凛

‐う 部
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‐た ＝
〓
ｒ
ヽ

‐力ヽ の
一

自
治
省
で
は
、
地
ヵ
由
治
　
水
産
、
農
林
．
土
木
等

の
諸
　
印
有
効
）

法
施
行
二
十
周
年
記
念
行
事
　
行
政
を
論
ず
る
も

の
で
も
結
　
　
△
氏
名
等
記
載
事
項
＝
原

の

一
環
と
し
て
次
の
要
領
に
　
構
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
稿

に
は
、
氏
名
、
住
所
「
生

よ
り
、
懸
賞
論
文
を
爆
集
し
　
　
△
応
募
資
格

―
ど
な
た
で
　
年
月
日
、
職
業

（
勤
務
先
の

て
い
ま
す
。
ふ
る

っ
て
ご
応
　
も
よ
い

（
年
令
、
職
業
、
学
　
名
称
部
課
名
、
地
位
、
在
学

好
し
て
下
さ
い
。
　
　
　
　
　
歴
を
問

い
ま
せ
ん

　ヽ
　
　
　
中

の
方
は
学
校
名
、
学
部
、

△
テ
ー
マ
＝

「
あ
す

の
地
　
　
△
枚
数

“
四
百
字
づ
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三
　
学
年

ヽ
を
明
記
し
て
下
さ
い
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内
容
は
地
方
自
治
の
将
来
を
　
十
枚
以
内
　
　
　
　
　
　
　
　
一
点
賞
金
―
十
五
万
円
、
三

論
ず
る
も
の
で
あ
れ
ば
よ
い
　
　
Λ
送
付
先

＝
東
京
都
千
代
　
位

一
点
賞
金
口
五
万
円
、
佳

た
と
た
ば
、
県
や
市
町
村

の
　
田
区
霞

ケ
関

二
丁
目

一
番
地
　
作
三
点
賞
金
＝
各

一
万
円

組
織
、
機
能
、
税
、
財
政
等
　
一
一号
自
治
大
臣
官
房
文
書
広
　
　
△
発
表

彗
十

一
月
初
旬
、

を
論
ず
る
も

の
で
も
．
あ
る
　
報
課
あ
て
　
　
　
　
　
　
　
　
入
選
者
に
直
接
通
知

し

ま

い
は
地
域
開
発
や
地
方
に
お
　
　
△
締
め
切
り
―
昭
和
四
十
　
す
。

け
る
民
生
、
衛
生
．
商
工
、
　

二
年
九
月
二
十
日

（
当
日
消

錦曲概］出帥椰目］酬枷榔網鼎榔騨螂螂出螂

今
年
の
稲
作
は
、
春
か
ら
め

ま
す
が

一
般

に
は
や
す
ぎ
る
傾

ぐ
ま
れ
た
天
候
で
明
る
い
作
況

向
に
あ
り
ま
す
。

の
見
と
お
し
と
な
り
ま
し
た
。

一　
落
水
が
は
や
す
ぎ
た
場
合
は

麟潤」略膚」いは蛯コけピ
一曜赫賊』たヵ、」、静料だ鋤は

いス蔵瑞
“瀬いり朴唯い黎一鴫姓見ｒ悧一減潮ビ』賀れ
なり、外観的には大部分が
す。

を
高
め
る
よ
う
作
業
を
進
め
て
一る
と
穂
首
い
も
ち
病
の
発
生
を

黄
熟
し
、
穂
先
の
三
分
の
一
位

　
四
日

（
旧
八
月

一
日
）
脇
元
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し
品
質
を
著
し
く
低
下
さ
せ
る
一
つ
ゆ

の
よ
う
に
見
え
る
日
と

い
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季
節

の
し
お
リ

暑

い
暑

い
…
　
早
く
涼
し
く

な
ら
な
し
か
と
い
っ
て
い
る
う

ち
に
、

い
つ
と
は
な
し
に
涼
風

が
は
ほ
を
な
ぜ
る
季
節
と
な
り

仕
事
の
能
率
も
ぐ
ん
と
あ
が

り
、
夏

の
う
ち
、
弱

っ
て
い
た

食
欲

も
で
て
き
て
、
体

力
も

ど
ん
ど
ん
回
復

し
て
き
ま
し
よ

一
方
、
主
婦
の
方

々
に
は
、

通
の
場
合
出
穂
期
か
ら
成
熟
期

秋

の
仕
度
や
夏
物

の
整
理
な
ど

― 田 一
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太
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十
三

脇
元

脇
元

十
三

十
三

磯
松

脇
元

脇
元

十
三

十
三

磯
松

前
頭

十

三

相
内

十

三

十

三

磯

松
大

田

十

三

十

三

脇

元

脇

元

´
満

八
十
才
以
上
）

勧
進
元
　
市
甲

村

役

場

一
病
死
Ｌ
た
家
畜
は

一　
か
な
ら
ず
届
出
を

　̈　　　　　　　　　　一

一熱
し
て
リ
ン
パ
線
か
は
れ
る
な

一

一ど
の
病
状
が
あ
ら
わ
れ
ま
す
。
一

一
へ さ
¨
腸
静

力ｔに
旗
り
難
”
＝
ざ
臥
・

一た
が
、

こ
れ
と
よ
く
似
た
例
が

一端
一
一
中
」
¨
¨
¨
］
「
に
一

昭
和
四
十
二
年
九
月

一
日
現
在

相
内

十
三

相
内

相
内

桂
川

大
田

十
三

脇
元

脇
元

太
田

こ
と
し
は
、
感
電
事
故
に
あ

う
人
が
増
え
て
い
ま
す
。
四
月

¨̈
一駄「砕一れ”蹴けけ一詢一】つ援さ̈
勁̈螂『融拒哺

か
ら
七
月
末
ま
で
の
四
カ
月
間

に
、
本
県
で
起
こ
っ
た
感
電
事

故
は
五
件

（
死
亡

一
件
）
東
北

七
県
で
は
二
十
九
件

＾
死
亡
九

件
）
に
の
ぼ

っ
て
い
ま
す
。

昨
年
度
中
の
本
県
六
件

（
死

亡
二
件
）
、
東
北
七
県
四
十
五

件

（
死
亡
十
四
件
）
に
く
ら
べ

る
と
、
今
年
四
カ
月
間
の
感
電

事
故
発
生
、
死
亡
件
数
は
、
年

率
に
す
る
と
二
倍
に
あ
た
り
ま

す
。
感
電
事
故
は
、
建
築
現
場

で
も

っ
と
も
多
く
発
生
し
て
い

ま
す
。
そ
れ
は
、
都
市
で
は
せ

ま
い
場
所
に

一
杯

の
家
を
建
て

る
た
め
、
電
線
の
近
く
で
仕
事

を
す
る
機
会
が
お
お
く
な

っ
た

こ
と
や
、
本
来
の
建
築
に
熱
心

な
あ
ま
り
電
線
の
こ
と
に
気
が

つ
か
な
い
な
ど
の
理
由
に
よ
る

も
の
で
す
。

建
築
工
事
や
屋
根
の
上
の
作

業
に
は
、
感
電
事
故
を
起
さ
な

ｅ
屋
根
で
は
電
線
に
注
意
。

①
切
れ
た
電
線
に
さ
わ
ら
な

Ｃ
電
気
機
器
に
ぬ
れ
た
手
で

さ
わ
ら
な
い
。

①
テ
レ
ビ
の
う
し
ろ
に
さ
わ

岡
本
米
太
郎
氏

（
児
音
ヽ

民

生
委
員
）
か
ね
て
か
ら
病
気
療

養
中
で
し
た
が
八
月
九
日
午
前

四
時
自
宅
で
死
去
、
七
十
二
才

氏
は
児
童
、
民
生
委
員
、
日

赤
市
浦
村
奉
仕
団
体
委
員
長
、

相
内
老
人
ク
ラ
ブ
会
長
等
を
動

い
よ
う
十
分
気
を
つ
け
て
下
さ

ま
た
、
感
電
事
故
防
止
の
た

め
次

の
こ
と
を
守
り
ま
し
よ
う

め
て
い
ま
し
た
。
特
に
村
内
全

①
危
険
な
場
所
で
遊
ば
な
い
一た
わ
ら
、
日
赤
、
共
募
の
推
進

①
電
柱
に
の
ば
ら
な

い
。
　

一委
員
と
し
て
募
金
運
動
に
協
力

③

電
柱

の
支
線

を
ゆ
す

ら

な

し
常

に
百
％

の
好
成
績

で

し
た

汗
一ｔ」０
群
■
・象

文
明
病
い
わ
れ
る

「
ガ
ン

」
は
世
界
的
に
増
え
る
傾
向

に
あ
り
ま
す
。
昨
年
、
日
本

で
ガ
ソ
に
よ

っ
て
死
亡
し
た

人
は
、
十
万
九
千
七
百
八
人

青
森
県
で
も
千
三
百
七
十
四

人
が
死
亡
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
死
亡
順
位
か
ら
み

る
と
中
枢
神
経
系
の
血
管
損

傷
い
わ
ゆ
る
脳
卒
中
な
ど
に

次
い
で
、
第

二
位
を
占
め
て

い
ま
す
。
年
令
か
ら
い
う
と

四
十
才
か
ら
四
十
九
才
、
次

い
で
五
十
才
か
ら
六
十
四
才

お
よ
び
三
十
五
才
か
ら
三
十

九
才
と
な

っ
て
い
ま
す
。

男
子
に
多
い
ガ
ン
は
胃
ガ

ン
、
次
い
で
肺
ガ
ソ
、
食
道

ガ
ン
を
含
む
呼
吸
ガ
ン
で
す

一
方
女
子
に
多

い
の
は
、
子

官
ガ
ン
、
次

い
で
胃
ガ
ン
、

乳
ガ
ン
の
順
で
す
。
こ
の
よ

う
に
、
男
子
、
女
子
を
通
じ

て
多

い
の
は
、
胃
ガ
ン
で
日

本
の
風
土
病
で
あ
る
と
も
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

ガ
ン
は
、
は
じ
め
痛
み
が

あ
り
ま
せ
ん
か
ら
気
が

つ
き

に
く
い
も
の
で
す
、
し
か
し

男
子
は
四
十
才
、
女
子
は
三

十
五
才
ご
ろ
か
ら
何
か
か
ら

だ
の
変
調
が
あ

っ
た
ら
ガ
ン

と
結
び

つ
け
て
、
注
意
だ
け

は
お
こ
た
ら
な

い
よ
う
に
し

ま
し
よ
う
。
少
し
で
も
疑

い

を
も

っ
た
ら
、
す
ぐ
医
師
に

み
て
も
ら
い
ま
し
よ
う
。

ガ
ン
と
い
え
ば
救

い
の
な

い
も
の
と
し
て
受
け
と
ら
れ

る
傾
向
が
あ
り
ま
す
が
、
医

学

の
進
歩
に
よ

っ
て
早

い
時

期
に
発
見
し
病
変
部
を
取
り

ヤ̈
一一一一中・・。．一
中一一一一一一
・̈・・．一

一̈一征圧‐ま．…一＝一”一”
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み
も
な

い
の
に
や
せ
て
き
て

顔
色
が
悪
く
な
り
、
貧
血
し

′て
く
る
こ
と
は
な
い
か
。

（

す
べ
て
の
ガ
ン
）

②
長
ら
く
胃
腸
の
ぐ
ぁ

ぃ

が
悪
く
な
い
か
。

（
臀
ガ
ン

）
○
乳
房
の
中
に
長
く
消
え

な
い
し
こ
り
は
な
し
か
。

（

乳
ガ
ン
）

④
も
の
を
の
み
こ
む
と
き

つ
か
え
る
よ
う
な
気
が
し
な

い
か
。

（
食
道
ガ
ソ
）

⑤
便
通
の
日
子
が
く
る

っ

た
り
、
血
が
混
じ

っ
た
り
し

な

し
か
。

（
大
腸
ガ
ン
、
直

腸
ガ
ソ
）

Ｃ
せ
き
が
長
く
続

い
た
り

た
ん
に
血
が
ま
じ

っ
た
り
し

な
い
か
。

（
肺
ガ
ン
）

①
声
が
か
す
れ
て
、
長
く

治
ら
な
い
こ
と
は
な

い
か
。

（
咽
喉
ガ
ン
）

③

口
の
中
や
皮
ふ
に
治
り

に
く
い
潰
瘍

（
か
い
よ
う
）

は
な

い
か
．

′舌
ガ
ン
、
皮

ふ
ガ
ン
）

⑨
尿
の
出
が
悪
か

っ
た
り

血
が
ま
じ

っ
た
り
し
な
い
か

（
腎
臓
ガ
ン
、
ぼ
う
こ
う
ガ

ン
、
前
立
腺
ガ
ン
）

⑩
婦
人
の
不
定
期
出
血
が

な
い
か
。
　
´
子
官
ガ
ン
）

¨

戸
籍

の
窓

口
　
一

八
月
二
十

一
日
現
在

岩
間
　
明

ヽ
相
内
）
定
四
郎

万
谷
　
浩
史

（
脇
元
・́
勝
則

笠
井
由
美
子

（
大
鰐
）
哲
故

伊
東
　
和
仁

（佳
川
）
吉
雄

村
元
　
道
子

（磯
松
）
清
蔵

浜
田
睦
子

（十
三
）
誠
四
郎

武
田
　
明
子

（
大
田
）
秀
雄

藤
田
　
信

一
（磯
松
）
清
文

角
谷
　
　
譲

（
相
内
）
輝
治

斎
藤
　
仁
志

（
脇
一九
）
敏
彰

山
内
　
健
史

相́
内
）
守
栄

鳴
海
加
代
子

（
相
内
）
尚
志

唐
川
　
智
子

（
相
内
）
幸
穂

渋
谷
　
裕
子

（
相
内

・
誠

一

白
川
ま
す
み

（
十
三
）
達
夫

成
田
み
ち
る

（
十
三
一
準

一

野
呂
　
善
治

（
木
造
）

豊
島
　
暁
子

´
十
三
）

花
田
　
達
雄

（
京
都
）

万
谷
登
美
子

（
脇
元
）

天
坂
　
豊
明

（
森
田
）

角
谷
　
令
子

（
相
内
）

成
田
佐

一
郎

（
中
里
）

秋
田
谷
幹
子

（桂
川
）

稲
村
　
四
郎

（久
慈
）

長
尾
美
津
子

″
十
三
）

石
岡
　
　
認

（脇
元
）

大
川

ハ
ツ
ェ

（中
里
）

昇

（太
田
）

輝
枝

（
平
館
）

竹
本
　
克
己

（
福
井
）

三
和
　
民
子

（相
内
）

三
上
美
津
雄

（暢
元
）

駒
木
　
栄
子

（
八
戸
）

小
山
　
史
郎

（相
内
）

渡
辺
美
津
子

（
小
樽
）

新
井
　
義
喘

（東

以
）

沢
田
　
良
子

（
相
内
）

太
田
　
忠

一

小
田
桐
妙
子

佐
藤
　
　
尚

山
田
き
く
ゑ

（
相
内
）

（浪
同
）

岡
本
米
太
郎

（
相
内
）

奈
良
　
カ
ン

＾
磯
松
）

山
田
つ
よ
の

（脇
元
）

宮
崎
　
竹
次

（
十
三
）

浜
野
　
清
江

（小
泊
）

相
川
　
清
栄

（十
三
）

鈴
木
　
一示
子

（
川
崎
）

三
上
　
　
一

（
中
里
）

葛
西
　
徳
子

（
脇
元
）

越
野
　
耀
夫

（
小
泊
）

佐
藤
　
一ふ
子

（
相
内
）

白
川
　
昭
次

（
金
木
）

石
岡
ち
さ
子
　
脇
元
）

古
川
　
　
誠

（十
三
）

田
岸
美
江
子

（
札
幌
）

靱

魏

木
村
　
正
通

（太
田
）
２５
歳

成
田
　
は
な

脇ヽ
元
）

相
川
　
忠
六

（
十
三
）

秋
田
谷
平
吉

（桂
川
）

夫

　

　

　

一

佐
藤
　
洋
史

（
相
内
）
桂
三
十

木 工
浪 藤

五 小
所 泊

原８３
歳

６３
歳

８０
歳

７２
歳

８３
歳

３４
歳
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